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「お掃除ロボ」シミュレーション教材

宮崎県教育研修センター



（１）生活や社会を支える情報の技術について調べる活動

取り扱い内容項目

学習指導のポイント

・ 生活や社会を支える情報技術に対する興味・関心の喚起
・ 生活や社会を支える情報技術の役割や影響に関する社
会的な認識の形成

・ 生活や社会を支える情報技術の仕組み、原理・法則に関
する科学的な理解

・ 情報に関する技術の見方・考え方への気づき



授業の進め方（シミュレーション教材の利用分のみ）

① 「お掃除ロボ」シミュレーション教材を体験する

② 市場で売られている「お掃除ロボ」の規格や特長を
調べる

③ シミュレーション教材を活用して改善する
～ 制約条件に基づいて改善を行う ～

授業時数：4時間程度



授業のねらい（シミュレーション教材の利用分のみ）

① 「お掃除ロボ」シミュレーション教材を体験する
→ D（１）イ 問題解決の工夫について触れながら体感する

② 市場で売られている「お掃除ロボ」の規格や特長を調べる
→ D（１）イ 問題解決の工夫について調べる中で、技術の見方・

考え方に気付かせる

③ シミュレーション教材を活用して改善する
～ 制約条件に基づいて改善を行う ～

→ D（１）アイ 身近な計測・制御システムに込められた工夫に迫
らせることで、技術の見方・考え方に気付かせる



① 「お掃除ロボ」シミュレーション教材を体験する
→ D（１）イ 問題解決の工夫について触れながら体感する

お掃除ロボが走行する 掃除をしたところを、赤のマス目で塗る



① 「お掃除ロボ」シミュレーション教材を体験する

緑の旗をクリックする

バッテリー設定３００→０

「robo1」の赤・黄のセン

サーに触れたら、向きを
変える

ペンを下ろす

バッテリーが０になったら

マスを判定する
青→青、白→白
水色→赤

プログラムの概要

それぞれのマスを数える



緑の旗をクリックする

バッテリー設定３００→０

「robo1」の赤・黄色のセ

ンサーに触れたら、向き
を変える

「robo1」を移動させ、
「ゴミ処理判定」を送る

robo1のプログラム

マス目の設定を
「０」にする

「robo1」をスタート

位置にし、ペンを
下ろす

「robo1」のボディやペンが

壁に触れても、向きを変え
る（念のための処置）



「ゴミ処理判定」を受け
取ったら

マス目を横に24回、縦
に17回ずらしながら繰
り返す

水・青・白色に触れたら、
それぞれカウントすると
ともに、マス目をそれぞ
れのコスチュームを変
える

マス目をずらしながら、
スタンプしていく

マス目のプログラム

※右のプログラムに続く

※左のプログラムの続きから

判定結果
を音声で
伝える



① 「お掃除ロボ」シミュレーション教材を体験
⇒その後の生徒の感想（予想）

水色がもっと塗られるよ
うにするには、どうすれ
ばよいだろうか？

バッテリーの寿命（計測時
間）を伸ばせば、いっぱい
塗られるのだろうか？

同じところを動くので、セ
ンサーを増やしたら、いっ
ぱい塗られるのでは？

世の中に出回っているお掃除
ロボットは、どんな動きをす
るのだろう？

どんな形のお掃除ロボット
があるのだろうか？

どんな性能を備えているの
だろうか？



世の中に出回っているお掃
除ロボットは、どんな動き
をするのだろう？

どんな形のお掃除ロボット
があるのだろうか？

どんな性能を備えているの
だろうか？

② 市場で売られている「お掃除ロボ」の規格や特長を調べる
→ D（１）イ 問題解決の工夫について調べる中で、技術の見方・

考え方に気付かせる

様々な疑問に対し、個人
またはグループで調べ、開
発者の意図や思いに触れる
機会とする



③ シミュレーション教材を活用して改善する
～ 制約条件に基づいて改善を行う ～

→ D（１）アイ 身近な計測・制御システムに込められた工夫に迫
らせることで、技術の見方・考え方に気付かせる

制約条件

〇絶対条件
・バッテリーは300
・ペンの太さは１５で統一

〇緩和条件
・ロボットの形は変えてよい
・センサー数は４つまで使用可
・ロボットの動きは自由に変えられる

〇禁止条件
・コースは変えてはならない
・スタート位置は変えてはならない

〇 robo2
・センサーは４つ
・センサーを増やすことで
動きを複雑にする

〇 robo３
・センサーは３つ
・センサー接触後、それぞれ違う
動きをさせることで塗られる面
積を増やす



・センサーは４つ
・センサーを増やすことで動きを複雑にする

ｒobo２のプログラム

センサー数を増やしたに
もかかわらず、同じところ
を繰り返すだけになってし
まった・・・



・センサーは３つ
・センサー接触後、それぞれ違う動きをさせることで塗られる
面積を増やす

ｒobo３のプログラム

違う動きをさせるようプロ
グラムすることで、塗られる
面積が増えたぞ！反射角度
や回転方向を変えたら、ど
んな動きになるだろう？



③ シミュレーション教材を活用して改善する
～ 制約条件に基づいて改善を行う ～

ここでは、生徒にプログラムの構造を理解さ
せ上で、制約条件の中で自由な発想させ、プ
ログラムの改善・実行・修正を行います。



③ シミュレーション教材を活用して改善する
～ 制約条件に基づいて改善を行う ～

そうすることで、現在利用されている「お掃除
ロボット」のプログラムの理解につながり、

かつ、試行錯誤しプログラミングすることで開
発者の思いや意図を体感することができます。



今回、マス目を用いた「ゴミ処理判定」で、ＡＩ処理の
ようなことをさせました。この処理では、残念ながら判
定としての正確性を欠きます。つまり、プログラムの改
善の余地が、まだまだあります。

しかしながら、このような体験をさせることで、現在の
技術の進展を実感することができ、更なる改善への意
欲につながるものと思われます。

塗られていないマス目を数えると
「７２」になります。
計測で示した「６５」とは異なります。
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